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持株会社体制への移⾏は、⾶躍的成⻑への第一歩
役割と責任の明確化を図り、グループ経営を強化。
新たな時代に対応した収益構造・ビジネスモデルへの変貌をめざす。

国内飲料事業

医薬品関連事業

食品事業

海外飲料事業

ダイドーグループホールディングス

2

持株会社移⾏の目的

・グループ経営強化

・事業領域拡⼤への機動的対応

・海外飲料事業の強化・育成

DyDoグループの事業セグメント
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1. 国内飲料市場の動向
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飲料業界の動向

業界各社は収益重視の方針を掲げ、重点ブランドを強化
販売数量は昨年のハードルが⾼かったものの堅調な推移
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出所：気象庁データ（気象観測データ）より当社作成 出所：当社調べ

(℃) (％)
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清涼飲料業界の⾃社・委託製造割合推移
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出所：全国清涼飲料⼯業会 2017年版 清涼飲料⽔関係統計資料より当社作成
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消費者物価指数の推移
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2014.4月
消費税増税
→飲料価格UP

出所：総務省統計局 消費者物価指数（CPI）時系列データより当社作成
2015年=100とした指数
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飲料⾃販機の普及台数・⾃販機⾦額は減少傾向で推移
飲料メーカーは近年⾃販機投資を抑制
⾃販機市場は大きな変革期を迎えている

⾃販機市場動向
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（万台） （億円）

出所：日本自動販売システム機械⼯業会 公表データより当社作成

（千台）

出所：当社調べ



2. 2017年度 第２四半期 決算概要
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2017年度 上期 連結決算の概要

国内飲料事業、医薬品関連事業の増収が寄与し、連結売上⾼は0.8％増
海外飲料事業は、為替要因による原材料価格⾼騰が収益⾯に影響
一過性の営業外収益の増加もあり、経常利益は6.3％増
前年上期は、負ののれん発⽣益等を特別利益に計上

10

(単位：百万円)

増減率 増減額 増減率 増減額

売上⾼ 86,138 100.0% 89,250 100.0% 86,803 100.0% 0.8% 665 △2.7% △ 2,446

営業利益 2,280 2.6% 1,790 2.0% 2,158 2.5% △5.3% △ 121 20.6% 368

経常利益 2,218 2.6% 1,700 1.9% 2,357 2.7% 6.3% 138 38.7% 657
親会社株主に帰属する
四半期純利益 1,925 2.2% 850 1.0% 1,133 1.3% △41.1% △ 791 33.4% 283

ＥＰＳ 116.23円 51.31円 68.55円 △41.0% △47.68円 33.6% 17.24円

1株当たり配当⾦ 30円 30円 30円 0.0% - 0.0% -

2017年度実績2016年度実績 2017年度予想
第２四半期（1/21〜7/20）

構成比構成比 構成比
前期比 予想比
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2017年度 上期 連結業績 －詳細－
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増減率 増減額 増減率 増減額

国内飲料事業 63,434 65,450 64,029 0.9% 595 △2.2% △1,420

海外飲料事業 8,668 9,680 8,456 △2.5% △212 △12.6% △1,223

医薬品関連事業 4,641 4,710 5,154 11.1% 512 9.4% 444

食品事業 9,808 9,770 9,536 △2.8% △272 △2.4% △233

調整額 △414 △360 △373 － 41 － △13

86,138 89,250 86,803 0.8% 665 △2.7% △2,446

国内飲料事業 1,964 2,390 2,384 21.4% 419 △0.2% △5

海外飲料事業 △491 △350 △569 － △78 － △219

医薬品関連事業 508 350 698 37.3% 189 99.6% 348

食品事業 298 250 280 △6.1% △18 12.3% 30

調整額 △1 △850 △636 － △635 － 213

2,280 1,790 2,158 △5.3% △121 20.6% 368営業利益合計

2017年度
第2Q

期初予想
前期比 期初予想比

2017年度 第2Q実績2016年度
第2Q
実績

売上⾼合計

(単位：百万円)
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2017年度 上期
営業利益の増減要因 －前年同期比－
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国内飲料事業は、⼈件費・⾞両費等のオペレーションコスト増加
海外飲料事業は、トルコリラ安による原価⾼が収益⾯を圧迫
医薬品関連事業は、新規受注拡大・既存品受注も好調に推移

（単位：百万円）

2016年度
上期実績

2,280

粗利増加
数量要因
原価要因
単価要因
＋288

2017年度
上期実績

前期トルコ
取得⼿数料

解消
+249

2,158

前期比 △121

その他
調整

△635

持株会社へ
の移⾏
＋620

海外飲料
△327

医薬品関連
+189

食品
△18

国内飲料
前期比 +419

海外飲料
前期比 △78

持株
会社

費用等
⼈件費
△223

諸費用
増減

△266



Copyright (C) DyDo Group Holdings. All Rights Reserved.

2017年度 上期
営業利益の増減要因 －期初予想比－
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国内飲料事業、食品事業は、計画線の利益を確保
海外飲料事業は、トルコ・マレーシアともに計画に届かず
医薬品関連事業は計画を大きく上回る利益を確保

（単位：百万円）

2017年度
上期計画

1,790

2017年度
上期実績

2,158

前期比 +368

海外飲料
△219

医薬品関連
+348

食品
+30

国内飲料
前期比 △5

粗利増加
数量要因
原価要因
単価要因
△876

その他
調整

+213

⼈件費
△275

販促広告
減少

＋862

その他
増減

+284
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セグメント別概況 －国内飲料事業－

上期の販売数量は、前年同期比1.1％増
キリンビバレッジ社向け出荷拡大も、⾃販機
チャネル全体では計画に届かず
競合の攻勢により、優良ロケーション獲得に
向けた競争環境に変化
コンビニエンスストア等の流通チャネルにおいて「世界一のバリスタ※監修」
シリーズ、「大⼈のカロリミット はとむぎブレンド茶」が好調に推移

14

2017年度上期総括

2017年度下期方針

新規優良ロケーション獲得に向けた営業体制の最適化
IoT⾃販機の展開加速、Smile STANDコンテンツ拡充

※連結調整前の数値 (単位：百万円)

増減率 増減額 増減率 増減額
売 上 ⾼ 63,434 100.0% 65,450 100.0% 64,029 100.0% 0.9% 595 △2.2% △ 1,420

営 業 利 益 1,964 3.1% 2,390 3.7% 2,384 3.7% 21.4% 419 △0.2% △ 5

構成比構成比
前期比 予想比

第２四半期（1/21〜7/20）
2017年度予想 2017年度実績

構成比

2016年度実績

上期累計
（1/21〜7/20） ⾃販機 その他

コーヒー飲料 1.6% 1.7% 1.5%

茶 系 飲 料 6.2% △6.3% 126.6%

そ の 他 飲 料 △2.2% △1.8% △6.6%

合 計 1.1% △0.6% 9.9%

販売数量前期比
チャネル別実績

※ワールドバリスタチャンピオンシップ 第14代チャンピオン ピート・リカータ氏
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セグメント別概況 －国内飲料事業－
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&

2017年秋
リリース

出所:平成28年3月24日「第20回インターネット消費者取引連絡会」スマホゲームの動向より当社作成

©SNK CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED.

Smile STANDと連動した育成型格闘スマホゲーム
「THE KING OF FIGHTERS D〜DyDo Smile STAND〜」
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セグメント別概況 －国内飲料事業－

発売25周年！累計販売本数62億本突破！
ロングセラーの「ダイドーブレンド デミタス」シリーズを
リニューアル発売
深みとキレを両⽴させた⽢さ控えめの微糖が登場

16

New!!
9/11発売

ダイドーブレンド
デミタス

⽢さ控えた微糖
ダイドーブレンド
デミタスコーヒー

ダイドーブレンド
デミタスBLACK

ダイドーブレンド
デミタス 微糖
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セグメント別概況 －国内飲料事業－

機能性表示食品「大⼈のカロリミット はとむぎブレンド茶」
発売から約8か月で累計販売本数2,000万本突破！
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※ 本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期待できる旨を表⽰するものとして、消費者庁⻑官に届出されたものです。
ただし、特定保健⽤⾷品と異なり、消費者庁⻑官による個別審査を受けたものではありません。

※ 本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。
※ ⾷生活は、主⾷、主菜、副菜を基本に、⾷事のバランスを。

9月18日発売 シリーズ第2弾
大⼈のカロリミット
⽟露仕⽴て 緑茶プラス

New!!
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セグメント別概況 －国内飲料事業－
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ダイドーブレンドブランドの販路拡大
キリンビバレッジ㈱⾃販機においても好調な販売推移となった
「世界一のバリスタ※監修」シリーズのボトル缶２品を継続販売

DyDo自販機では秋冬シーズンに向けてホット販売での⾼い需要が⾒込まれる「午後の紅茶あたたかいミルクティー」
「午後の紅茶あたたかいレモンティー」の2品をセットし、⼀層の効果創出を図る（アイテム数変更なし：２品）

※ワールドバリスタチャンピオンシップ 第14代チャンピオン ピート・リカータ氏
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セグメント別概況 －海外飲料事業－

販売体制の整備が順調に進み、現地通貨ベースで増収
ミネラルウォーター「Saka」が大幅に伸⻑
フルーツジュース製造ライン移設完了による効率化

19

2017年度上期総括

2017年度下期方針 日本のノウハウを活用した製品の上市に向けた取り組みを推進
販売体制、管理体制の強化

＜トルコ＞

＜マレーシア＞ チルド飲料拡販に注⼒、ドライ飲料は苦戦

※連結調整前の数値 (単位：百万円)

増減率 増減額 増減率 増減額

売 上 ⾼ 8,668 100.0% 9,680 100.0% 8,456 100.0% △2.5% △ 212 △12.6% △ 1,223

営 業 利 益 △ 80 － △ 160 － △ 390 － － △ 309 － △ 230

の れ ん 等 償 却 額 161 1.9% 190 2.0% 179 2.1% 11.1% 17 △5.5% △ 10

の れ ん等償 却後 営業 利益 △ 241 － △ 350 － △ 569 － － △ 327 － △ 219

取 得 時 ⼿ 数 料 249 2.9% － － － － － △ 249 － －

差 引 後 営 業 利 益 △ 491 － △ 350 － △ 569 － － △ 78 － △ 219

ト ル コ リ ラ 38.43 － 33.00 － 31.05 － － △ 7.38 － △ 1.95

マレーシアリンギット 27.58 － 25.00 － 25.68 － － △ 1.90 － 0.68

予想比
2017年度予想 2017年度実績

構成比構成比

第２四半期（1/21〜7/20）
2016年度実績

構成比
前期比
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セグメント別概況 －海外飲料事業－
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トルコ事業：コアブランドの拡販・育成
ミネラルウォーター「Saka（ｻｶ）」 炭酸飲料「ÇAMLICA（ﾁｬﾑﾘｼﾞｬ）」

炭酸飲料「Maltana（ﾓﾙﾀﾅ）」

スパークリングウォーターも「Saka」ブランドから発売
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セグメント別概況 －医薬品関連事業－

栄養ドリンク市場は厳しい状況が続くも、美容系ドリンクには変化の兆し
組織的提案営業により、計画を大きく上回る受注を獲得
新規受注が拡大したほか、既存製品の受注も好調に推移

21

2017年度上期総括

2017年度下期方針

継続的な受注増に対応するための工場設備の総点検
安定供給に向けたメンテナンスの実施
新工場建設後を⾒据えた受注獲得のための組織的提案営業

増減率 増減額 増減率 増減額
売 上 ⾼ 4,641 100.0% 4,710 100.0% 5,154 100.0% 11.1% 512 9.4% 444

営 業 利 益 508 11.0% 350 7.4% 698 13.6% 37.3% 189 99.6% 348

前期比 予想比
2017年度予想 2017年度実績

構成比

第２四半期（1/21〜7/20）
2016年度実績

構成比構成比

※連結調整前の数値 (単位：百万円)
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セグメント別概況 －食品事業－

競合他社の攻勢による競争環境変化への対応
利益確保に向けた⽣産・調達をはじめとする全社的な取り組み
「たらみ」ブランドの価値向上に向けた広告投資を戦略的に実⾏

22

2017年度上期総括

2017年度下期方針

商品多様化による市場拡大へのチャレンジ
調達戦略、⽣産戦略の継続的実⾏
事業の収益構造改革、基盤構築に注⼒

※連結調整前の数値 (単位：百万円)

増減率 増減額 増減率 増減額
売 上 ⾼ 9,808 100.0% 9,770 100.0% 9,536 100.0% △2.8% △ 272 △2.4% △ 233

営 業 利 益 475 4.8% 426 4.4% 456 4.8% △3.8% △ 18 7.2% 30

構成比構成比

2016年度実績 2017年度予想

構成比
予想比前期比

第２四半期（1/21〜7/20）
2017年度実績



3. 2017年度 通期業績予想
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2017年度 連結通期業績予想

通期業績予想は期初計画に変更なし
国内飲料事業の売上向上により、通期計画達成をめざす
特別利益は前期のみの一過性のため、親会社株主に帰属する当期
純利益は30億円

24

(単位：百万円)

構成比 構成比 増減率 増減額

売上⾼ 171,401 100.0% 175,500 100.0% 2.4% 4,099

営業利益 3,857 2.3% 5,300 3.0% 37.4% 1,443

経常利益 3,741 2.2% 5,200 3.0% 39.0% 1,459
親会社株主に帰属する
当期純利益 3,269 1.9% 3,000 1.7% △8.2% △ 269

ＥＰＳ 197.34円 181.08円 △8.2% △16.26円

1株当たり配当⾦ 60円 60円 0.0% -

2016年度実績 2017年度業績予想
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2017年度 通期予想 営業利益の増減要因

25

国内飲料事業は販売拡大とコストコントロールを徹底
医薬品関連事業は継続的な受注増を⾒込む

2016年度
実績

38.5

（単位：億円）

⾃販機
固定費
削減

＋6.6
粗利増加
数量要因
原価要因
単価要因
＋7.9

2017年度
計画

53

IoT⾃販機
△8.2

前期比 +14.5

その他増減
△0.5

医薬品関連
△1.0+α

海外飲料事業
＋8.5－α

調整その他
△15.7国内飲料事業

前期比 +21.4

持株会社へ
の移⾏
+15.6

α 食品
＋1.3



4. 次代に向けた企業価値創造へのチャレンジ

－持続的成⻑の実現をめざして－

26
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DyDoグループの変遷

27

1950s 2010s

・医薬部外品の規制緩和
によりOEMの本格化

・美容系ドリンク
の受注拡大

・ダイドー㈱設⽴
ブレンド
コーヒー発売

・ガソリンスタンドで
ドリンク剤と
缶コーヒーを販売

・おしゃべり
機能

・㈱たらみ買収

・配置薬業で創業
ドリンク剤の製造開始

・デミタス
コーヒー
発売

清涼飲料販売事業を
分社化

・MIU発売・ポイント
カード機能

2018
0

1970s 1990s

・Smile STAND

2,000

※売上イメージ

・モスクワでの⾃販機
ビジネス展開

・トルコ・マレーシア市場
への参入

2001年
・東証第二部上場
2003年
・東証第一部銘柄指定

� 海外展開

� 新規事業 （億円）

1,000

・ダイドー
ブレンド
ブランド
の強化

・世界一の
バリスタ
監修シリ
ーズ発売

・HOT＆
COLD
⾃販機
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グループ理念・ビジョン・スローガン

28

グループスローガングループスローガングループスローガングループスローガン
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中期経営計画「Challenge the Next Stage」
－４つのチャレンジでNext Stageへ－

29

既
存
領
域

国 内 海 外

新
規
領
域

食品事業医薬品
関連事業

“食や健康”関連の新規事業展開

一層の業績向上 ⽣産性の改善
（安定キャッシュの創出）

海外展開
による

市場の拡大
国内飲料事業

新たな
事業基盤
の確⽴への
Challenge 既存事業

成⻑への
Challenge

海外展開への
Challenge

商品⼒強化への
Challenge

イノベーティブな商品開発の実現

2018年度
売上⾼：2,000億円
営業利益率：4.0%
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事業戦略
－次代に向けた企業価値創造へのチャレンジ－

30

「ダイドーブレンド」のブランド⼒をさらに⾼め、
トップブランドをめざす

新たな事業基盤確⽴への Challenge

海外展開への Challenge

商品⼒強化への Challenge

既存事業成⻑への Challenge

⾃販機ビジネスモデルを革新し、
キャッシュ・フローの継続的拡大を図る

海外事業展開を加速し、トップラインの⾶躍的成⻑を実現する

Ｍ＆Ａ戦略により、新たな収益の柱を確⽴する
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キャッシュ・フローの継続的拡大に向けて

31

⾃販機ビジネスモデルの革新
① ⾃販機投入台数は維持しつつ１台当り調達コストを低減
② 低減したコストをＩｏＴ⾃販機投資に振り向ける
③ ＩｏＴ⾃販機投入効果によりパーマシントレンドの改善を図る

(億円)

①＋②による効果

③による効果

2017年度以降のIoT費⽤は⼀定程度で推移

国内飲料 2015年度 2016年度 2017年度(予)

設備投資額 93億円 68億円 66億円

減価償却費 98億円 98億円 92億円
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Smile STANDの展開

32

©BNEI

©SQEX
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Smile Town Portal のスタート

⾃販機が⽣活圏内の情報をお届けする情報発信基地に進化
街中の⾃販機がスマホに“ワクワクする”情報をお届け！

33

New 
information！
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情報発信基地への変革

第１弾は㈱リクルートライフタイルと連携
⾃販機１キロ圏内にある“飲食店”&“美容室”の情報を発信

34

専用アプリをかざすと
ポイントゲット

Smile STAND⾃販機で
飲料を購入

続けて近くのグルメ&
ビューティー情報を配信
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⾃販機価値と資産効率性の継続的向上

売上⾼の向上、収益源の多様化による利益率改善
資産回転率の継続的向上・ＲＯＩＣの着実な改善

35
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⾃販機を社会インフラとして必要不可⽋な存在へ

ネットワーク化した⾃販機によるプラットフォームビジネス
オープンイノベーションによる価値創造

36

地域貢献

飲料

健康

情報

コミュニケー
ション

セキュリティ

イメージ：将来の⾃販機の役割



Copyright (C) DyDo Group Holdings. All Rights Reserved.

医薬品関連事業：関東に新工場建設を計画

37

大同薬品工業株式会社が関東に新工場を建設
� 目的：

・取引先ニーズへの迅速な対応
・⾼い製造品質と安定的な供給体制の整備
・BCP対策の一環として⽣産のリスク分散にも対応

� 新工場の概要

名称 関東⼯場

建設予定地 群⾺県館林市下早川田町字内屋110番7

敷地面積 約27,000㎡

⼯事終了年月 2019年末

稼働予定年月 2020年初頭

生産品目 ドリンク剤

生産能⼒ 年間1億5千万本

設備投資額 約60億円
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新工場の地理的優位性を活かしコスト競争⼒を強化
関東新工場建設後の２工場合計⽣産能⼒を５億本へ

医薬品関連事業：関東に新工場建設を計画

38

（億本）

３.５億

５億
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持株会社に海外事業統括部を設置し、海外飲料事業の強化・
育成を図る

39

海外飲料事業の強化・育成
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海外飲料事業：グループシナジーの創出

グループシナジー創出に向けた⼈材交流「グローバルミーティング」
を開催
イスラム圏のハラルノウハウや日本独⾃の商品開発ノウハウ等の
横展開をめざす

40

「第１回ＤｙＤｏグローバルミーティング」の様子
各国の市場環境や今後の方向性についてプレゼン・ディスカッション
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事業領域拡大への機動的対応

41

医
薬
品
関
連
事
業

食
品
事
業

国
内
飲
料
事
業

持株会社

海
外
飲
料
事
業

資⾦の集中

収益性 効率性

【持株会社の役割】

• 戦略的事業投資

• リソースの最適配置

• 事業ポートフォリオ
の強化・拡充

• バランスシートの
最適化

【事業会社の役割】

• ブランド⼒の強化
• サービス（営業⼒・

⾃販機）の強化
• コストの最適化

国内飲料事業
• ⾃販機資産の圧縮
• 資産回転率の向上

医薬品関連事業/
食品事業/海外飲料事業
• 工場稼働率の向上

事業会社

リソースの
最適配置

新
規
事
業

事業領域拡大
への投資

資本効率の向上にむけて
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成⻑戦略の方向性

事業ポートフォリオの強化・拡充
成⻑性

ROIC

国内飲料事業

新規M&A

⾃販機ビジネスモデルの革新による
キャッシュ・フローの継続的拡大

海外飲料事業

42
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資本政策と株主還元について

43

基本的考え方

資本の有効活用 ・内部留保は、持続的利益成⻑・資本効率向上につながる
戦略的事業投資に優先的に充当

財務健全性の維持 ・既存事業による安定的なキャッシュの創出⼒の向上
・継続的な戦略的事業投資を可能にする財務基盤の維持

株主還元 ・厳しい収益環境下においても、安定配当維持継続
・持続的利益成⻑の実現により中期的な増配基調をめざす

財務健全性の維持
既存事業のキャッシュ創出⼒向上

資本の有効活用
戦略的投資による新たな事業基盤確⽴

株主還元
持続的利益成⻑の実現
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永続的に発展する企業グループへ

44

創業期

成⻑期

発展期
成熟期

新たな成⻑に
向けた転換期

さらなる
成⻑

永続的に発展する企業グループへ

成⾏き
自販機
20万台展開

成成成成

長長長長

2014-2018年度
Challenge
the Next Stage
2018年度目標
・売上⾼2,000億
・営業利益率４％

全国に拠点展開

自販機
28万台展開

未来へ過去 － 現在

次代への
チャレンジ

※

売
上
イ
メ
ー
ジ



� APPENDIX

45



Copyright (C) DyDo Group Holdings. All Rights Reserved.

2017年度 連結通期業績予想 －詳細－

46

増減率 増減額

国内飲料事業 128,278 129,400 0.9% 1,122

海外飲料事業 16,735 19,100 14.1% 2,365

医薬品関連事業 9,068 9,500 4.8% 432

食品事業 18,013 18,180 0.9% 167

調整額 △695 △680 － 15

171,401 175,500 2.4% 4,099

国内飲料事業 3,958 6,100 54.1% 2,142

海外飲料事業 △1,266 △410 － 856

医薬品関連事業 944 835 △11.5% △109

食品事業 212 345 62.7% 133

調整額 9 △1,570 － △1,579

3,857 5,300 37.4% 1,443営業利益合計

2016年度
通期実績

2017年度通期業績予想

売上⾼合計

(単位：百万円)
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季節変動 － 売上⾼ －

47

【連 結】

【国 内 飲 料】

【海 外 飲 料】

【医薬品関連】

【食 品】

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 29,451 33,982 33,740 31,104 128,278

通期に占める割合（%) 23.0% 26.5% 26.3% 24.2% 100.0%

2017年度 29,698 34,331 － － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 2,939 5,729 5,012 3,053 16,735

通期に占める割合（%) 17.6% 34.2% 30.0% 18.2% 100.0%

2017年度 3,331 5,124 － － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 2,288 2,352 2,325 2,101 9,068

通期に占める割合（%) 25.2% 25.9% 25.7% 23.2% 100.0%

2017年度 2,408 2,745 － － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 3,717 6,091 5,196 3,008 18,013

通期に占める割合（%) 20.6% 33.8% 28.9% 16.7% 100.0%

2017年度 3,697 5,839 － － －

(単位：百万円)第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 38,204 47,933 46,095 39,167 171,401

通期に占める割合（%) 22.3% 28.0% 26.9% 22.8% 100.0%

2017年度 38,940 47,862 － － －
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季節変動 － 営業利益 －
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【連 結】

【国 内 飲 料】

【海 外 飲 料】

【医薬品関連】

【食 品】

• のれん等償却前
• 2016年度はトルコ事業

取得⼿数料を含まない

• のれん等償却前

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 252 256 271 164 944

通期に占める割合（%) 26.7% 27.2% 28.7% 17.4% 100.0%

2017年度 354 344 － － －

(単位：百万円)第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 △ 391 2,671 2,144 △ 566 3,857

通期に占める割合（%) － 69.3% 55.6% － 100.0%

2017年度 △ 53 2,211 － － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 △ 103 2,068 1,680 312 3,958

通期に占める割合（%) － 52.3% 42.5% 7.9% 100.0%

2017年度 354 2,029 － － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 △ 87 6 72 △ 649 △ 657

通期に占める割合（%) － － － － 100.0%

2017年度 △ 278 △ 111 － － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計

2016年度 △ 60 535 304 △ 214 564

通期に占める割合（%) － 94.9% 53.9% － 100.0%

2017年度 16 440 － － －



� 当社グループのビジネスモデル
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独⾃のビジネスモデル持つ３つの事業と成⻑する海外事業

国内飲料事業 医薬品関連事業 食品事業海外飲料事業

ダイドーグループホールディングス

50

・ダイドードリンコ
・ダイドービバレッジ

サービス ほか

・⼤同薬品⼯業 ・たらみ【展開国】
・トルコ
・マレーシア
・ロシア ほか

DyDoグループの事業セグメント
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国内飲料事業

飲料事業（海外を含む）構成比

売上⾼
84.5%

営業利益
70.0%

51

� ダイドードリンコ （⼤阪府⼤阪市）
� ダイドービバレッジサービス （同上）

ほか

DyDoグループの中核を担う国内飲料事業

（2016年度実績）
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⾃販機×コーヒーによる安定した利益の確保

※業界実績/シェアは当社調べ

52

国内飲料事業の特徴・強み

当社の国内飲料事業 業界全体

コーヒー飲料の売上が50%以上⾃販機での販売が80%以上

当社の国内飲料事業 業界全体
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国内飲料事業の特徴・強み

ファブレス経営による盤石な財務基盤

53
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国内飲料事業のビジネスモデル

54
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医薬品関連事業

売上⾼
５.０%

営業利益
24.5%

ドリンク剤のOEMに特化したビジネスを展開
医薬品関連事業の構成比

55

� ⼤同薬品⼯業 （奈良県葛城市）

（2016年度実績）
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医薬品関連事業の特徴・強み

56

ドリンク剤の研究、企画、開発、
製造に取り組み、国内の⼤⼿医薬
品メーカー・化粧品メーカーの製
品を受託製造

医薬品・医薬部外品から、清涼飲
料等、年間約50品目の開発に携わ
り、業界トップクラスの実績によ
り⾼い収益性を維持

安全安心な生産体制の維持・強化
により、商品品質No.1に向けた
「魅せる⼯場作り」に取り組み、
さらなる飛躍をめざす

共同開発
メーカー

100社以上

営業利益率

10％以上

業界
トップクラス

の実績



Copyright (C) DyDo Group Holdings. All Rights Reserved.

医薬品関連事業のビジネスモデル

57
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売上⾼
10.5%

営業利益
5.5%

食品事業の構成比

食品事業

フルーツデザートゼリーの製造・販売

� たらみ（⻑崎県⻑崎市）

（2016年度実績）
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食品事業の特徴・強み

59

2012年6月に100%子会社化し、グル
ープ第３の柱として連結業績に貢献

⾼い知名度とブランド⼒により、フル
ーツデザートゼリー市場においてトッ
プシェアを維持

今後はフルーツデザートゼリー市場で
の確固たる地位を築きつつ、より付加
価値の⾼い商品、新たな市場、販売チ
ャネルの開拓を志向

ドライゼリー市場のシェア

※当社調べ
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食品事業のビジネスモデル

60
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海外飲料事業：トルコ事業

61

アクションプラン
‧ 販売体制の内製化
‧ コアブランドへの集中・販促の効率化
‧ 製造ラインの移設による効率化
‧ 日本のノウハウを活⽤した新カテゴリ

創出へのチャレンジ

Ｓ Ｗ
Ｏ Ｔ

⻑ 期 に
め ざ す 姿 ト ル コ 市 場 で の 成 ⻑ を ベ ー ス に Ｅ Ｕ 圏 を 展 望

事 業 の 現 状
• 「ÇAMLICA」「Saka」「İçim」など

知名度の⾼いブランド
• トルコ国内(北部・南部)に５箇所の

自社製造拠点

• 相対的な市場シェアの低さ
• Yildiz社への依存度の⾼さ

• ⼈⼝増を背景とした市場成⻑⼒
• コーヒー、紅茶の飲⽤習慣
• 新カテゴリの可能性

• インフレ率
• 為替変動
• 地政学的リスク
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海外飲料事業：マレーシア事業

⻑ 期 に
め ざ す 姿 イスラム圏における戦略拠点として中東・ASEANを展望

Ｓ Ｗ
Ｏ Ｔ

アクションプラン
‧ チルドへの注⼒、ブランド育成
‧ 飲料（ドライ）の安定販売、

販促の効果的活⽤
‧ 日本のノウハウを活⽤した

新商品の上市

事 業 の 現 状
• マレーシアトップクラスのスナック菓子

メーカー「Mamee」との合弁事業
• Mamee社の販売⼒
• ドライ･チルドの自社製造設備

• 相対的な市場シェアの低さ
• コアブランド育成が課題

• 日本製品に対する⾼品質イメージ
• ⾼い市場成⻑性 • 競争激化による価格低下

62
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海外飲料事業の将来像

63

ロシアを
HUBとした

CIS圏

マレーシアを
HUBとした
イスラム圏

上海⼤徳多林克
商貿有限公司

中国（上海)を
HUBとした

中華圏

DyDo MY

DyDo Rus

ロシアをHUBとしたCIS圏、マレーシアをHUBとしたイスラム圏
上海をHUBとした中華圏に展開

DyDo Turkey



Copyright (C) DyDo Group Holdings. All Rights Reserved.

連結貸借対照表の状況 （2017年1月20日現在）
（百万円）

64

純資産

73,466

37,738

19,908

11,158

⾦融資産

売上債権
9,373

85,693

17,955
8,470

63,979

たな卸資産

その他資産

有利⼦負債

仕入債務

未払⾦
その他負債

安定的な財務基盤を背景に新たな成⻑へ
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当社株主数の推移

65

(⼈)



本資料に記載されている、当社グループの計画・将来の⾒通し・戦略などのうち、過去または現在の
事実に関するもの以外は、将来の業績に関する⾒通しであり、これらは当社において現時点で⼊⼿可
能な情報による当社経営陣の判断および仮定に基づいています。従って、実際の業績は、不確定要素
や経済情勢その他リスク要因により、⼤きく異なる可能性があります。また、本資料は投資勧誘を目
的としたものではございません。投資に関する決定はご自身の判断でなさるようにお願いいたします。


